
茶華道入門(華道)
Introduction to Tea Ceremony　 &

Flower Arrangement
31206B 舟橋久子 基礎 1 選択 1・2前期

科目の概要
将来、人の生活や心を豊かにすることができる社会人になるために、まずは、自分の興味を広げ、心を豊かにし感性を磨きましょう。
そのための第一歩として、日本文化の一つである華道と海外で生まれたフラワーデザインの基礎を学び身に付けます。（ディプロマ・ポリシー②、
③、④、⑤）
★フラワーデザインスクール主宰者として、わかりやすく説明し、基礎を身に付けていく。そして、その中で建学の精神と社会人基礎力の習得を目
指していく。

学修内容 到達目標

① 華道の基礎を学び、体験、習得する。
② フラワーデザインの基礎を学び、体験、習得する。
③ 植物の扱い方を知る。
④ 花を通じ色彩の働きを理解する。
⑤ グループで作品を作る場合、協力して作成する。

① 華道の基礎的な形を生けることができる。（②③④
⑤）
② フラワーデザインの基礎的な形を作ることができる。
（②③④⑤）
③ 植物の特徴を判断し、使うことができる。（②③④
⑤）
④ 色によるイメージの違いを感じることができる。（②
③④⑤）
⑤ 周りを配慮し協力することができる。（②③④⑤）

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 技術習得のため自ら練習をすることができる。

働きかけ力

実行力 作品を仕上げるにあたり、手順や方法を考えて進めることができる。

考え抜
く力

課題発見力 作品を仕上げるために、正しい手法や知識を選ぶことができる。

計画力

創造力 基本を理解したうえで、応用することができる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

聞き手にわかりやすく話すことができる。

人の話を柔軟に聞くことができる。

遅刻、無断欠席など、学修意欲欠如をきたす行動をせず、授業が円滑に進行するようルー
ルを守ることができる。

テキスト及び参考文献

テキスト：使用しない。
プリントを適宜配布する。
実習花材費：15000円（15回分の花代）
その他の材料費：700円

他科目との関連、資格との関連

他科目との関連：なし
資格との関連：なし

学修上の助言 受講生とのルール

作品のスケッチまたは写真を撮り、使用した花材の名前
や、特徴を覚えましょう。
自分の作品だけでなく他の人の作品も、よく観察しましょ
う。

授業で配布したプリントは、毎時間持参する。
携帯電話は、電源を切るか、マナーモードにし、かばんにしまって
おくこと。
お花は生ものです。入荷状況により、学修内容または順序を変更す
る場合があります。ご了承ください。
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【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

S の基準　： 100点～90点（小テストと課題：18点/20以
上、実技：60点/70以上）

A の基準　：　89点～80点（小テストと課題：15点/20以
上、実技：55点/70以上）

B の基準　：　79点～70点（小テストと課題：13点/20以
上、実技：50点/70以上）

C の基準　：　69点～60点（小テストと課題：11点/20以
上、実技：45点/70以上）

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

①

0

②

③

④

⑤

筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

① ✓

20

10回の小テストと2回の課題提出を行う。
10回の小テストと2回の課題の点数の合計点から判定する。
　①授業内容を理解しているか確認する。
　②穴埋め問題を出題する。
出題範囲は、各時点までの授業で学修し、指定した部分とする。
生け花の歴史、花の形による分類、水上げ方法、花留め、色の働
き、花形図などを出題する。

② ✓

③

④

⑤

小テスト

①

0

②

③

④

⑤

レポート

① ✓

70

作品は、ポイントを押さえ、植物を活かし、綺麗に形ができている
場合：60点～70点
　　　　ポイントを押さえ、形ができている場合：50点
　　　　ポイントを押さえ、一応形ができているが、修正の必要が
ある場合：40点
を基準とし評価し、すべての作品の点数の合計で評価する。

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

（主体性)・授業へ積極的に参加し、自発的に実技に取り組むことができる。
 (実行力)・作品を仕上げるにあたり、正しい手順で進めることができ、片付けまで
           できる。
（課題発見力)・正しい手法や知識を使い作品を仕上げることができる。
 (創造力)・基本を理解し、素材を生かしたり、応用できる。
 (発信力)・わかりやすく話そうとする姿勢ができている。
 (傾聴力)・「うなづき」など話を聞く姿勢ができている。
（規律性)・遅刻、無断欠席など学習意欲欠如をきたす行動をせず、授業が円滑に進
           行するようルールを守ることができる。
 　　　　・欠席した場合は欠席届を提出し、フォローレポート課題を行う。

② ✓

③ ✓

④

⑤ ✓

社会人基礎力
（学修態度）



B の基準　：　79点～70点（小テストと課題：13点/20以
上、実技：50点/70以上）

C の基準　：　69点～60点（小テストと課題：11点/20以
上、実技：45点/70以上）

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

いけばなの基本的な形
を学ぶ。
直立形盛花

講義
実技
作品チェック

基本の位置に、おおよ
そ花を生けることがで
きる。

（復習）持ち帰った花
材を、工夫して飾るこ
と。
(復習)次週直立形盛花
図を書く小テスト行う
ため復習しておくこ
と。

90 主体性
規律性

2

いけばなの簡単な歴史
を知り、
いけばなの基本的な形
を学ぶ。
直立形盛花

講義
実技
作品チェック
小テスト・答あわせ・
解説しフィードバック
する

基本の位置に、おおよ
そ花を生けることがで
きる。

（復習）持ち帰った花
材を、工夫して飾り写
真を撮ること。
(復習)次週直立形盛花
図を書く小テスト行う
ため復習しておくこ
と。

90 主体性
規律性

3

フラワーデザインとは
何かを知り、フラワー
アレンジメントの基本
的な形を学ぶ。
トライアンギュラース
タイル

講義
実技（グループワー
ク）
作品チェック
小テスト・答あわせ・
解説しフィードバック
する

作品を一応三角形にま
とめることができる。

（復習）持ち帰った花
材を、工夫して飾り写
真を撮ること。
（復習）次週いけばな
の歴史についての小テ
スト行うため復習して
おくこと。

90

実行力
発信力
傾聴力
規律性

4

フラワーアレンジメン
トの基本的な形を学
ぶ。
ステムを活かしたデザ
イン

講義
実技
作品チェック
小テスト・答あわせ・
解説しフィードバック
する

作品を、ステム（茎）
を活かしまとめること
ができる。

（復習）持ち帰った花
材を、工夫して飾り写
真を撮ること。
(復習)次週トライアン
ギュラースタイルの図
を書く小テスト行うた
め復習しておくこと。

90 実行力
規律性

5

いけばなの基本的な形
を学ぶ。
色の働きについて学
ぶ。
傾斜形盛花

講義
実技
作品チェック
小テスト・答あわせ・
解説しフィードバック
する

基本の位置に、おおよ
そ花を生けることがで
きる。

（復習）持ち帰った花
材を、工夫して飾り写
真を撮ること。
(復習)次週傾斜形盛花
図を書く小テスト行う
ため復習しておくこと

90 主体性
規律性

6

いけばなの基本的な形
を学ぶ。
色の働きについて学
ぶ。
傾斜形盛花

講義
実技
作品チェック
小テスト・答あわせ・
解説しフィードバック
する

基本の位置に、おおよ
そ花を生けることがで
きる。

（復習）持ち帰った花
材を、工夫して飾り写
真を撮ること。
（復習）次週、身の回
りの暖色,寒色,ロマン
チック,ダイナミック
などの配色を探し写真
を撮り提出。

90 主体性
規律性

7

花の形による分類を学
び、使用する花を分類
にあてはめる。
オーバルスタイル

講義
実技（グループワー
ク）
作品チェック
提出課題有

作品を一応楕円形にま
とめることができる。

（復習）持ち帰った花
材を、工夫して飾り写
真を撮ること。
（復習）次週フラワー
デザインとは・花の形
による分類の小テスト
を行うため復習してお
くこと。

90

実行力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

フラワーアレンジメン
トの基本的な形を学
ぶ。
オールラウンドスタイ
ル

講義
実技（グループワー
ク）
作品チェック
小テスト・答あわせ・
解説しフィードバック
する

作品をドーム形にまと
めることができる。

（復習）持ち帰った花
材を、工夫して飾り写
真を撮ること。
（復習）次週オーバル
スタイルの図を書く小
テスト行うため復習し
ておくこと

90

実行力
発信力
傾聴力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

いけばなの応用花形を
学ぶ。
（色の働きについて学
ぶ。予備）

講義
実技
作品チェック
小テスト・答あわせ・
解説しフィードバック
する

植物の特徴を活かし、
生けることができる。

（復習）持ち帰った花
材を、工夫して飾り写
真を撮ること。
（復習）次週色の働き
などについての小テス
トを行うため復習をし
ておくこと。

90 主体性
規律性

10

いけばなの応用花形を
学ぶ。

講義
実技
作品チェック
小テスト・答あわせ・
解説しフィードバック
する

植物の特徴を活かし、
生けることができる。

（復習）持ち帰った花
材を、工夫して飾り写
真を撮ること。

90 主体性
規律性

11

基本的なコサージュの
作り方を学ぶ
ワイヤーのかけ方

講義
実技
作品チェック

コサージュを作ること
ができる。

（復習）次週、身の回
りの花を使った作品・
ディスプレイなどで、
気に入ったものを探し
写真を撮り、好きな理
由の説明を加え提出す
る。

90 実行力
規律性

12

葉物を活かしたデザイ
ンを学ぶ。
花留めの方法

講義
実技
作品チェック
提出課題有

葉の特徴を活かすこと
ができる。

（復習）持ち帰った花
材を、工夫して飾り写
真を撮ること。
（復習）オールラウン
ドスタイルの図を書く
小テスト行うため復習
しておくこと。

90
実行力
創造力
規律性

13

自分たちでフラワーア
レンジメントの基本形
の中から形を決め、ア
レンジする。

講義
実技（グループワー
ク）
作品チェック
小テスト・答あわせ・
解説しフィードバック
する

自分たちで選択したデ
ザインに仕上げること
ができる

（復習）持ち帰った花
材を、工夫して飾り写
真を撮ること。
（復習）次週フラワー
デザイン用語・花留め
についての小テストを
行うため復習をしてお
くこと。

90

実行力
発信力
傾聴力
規律性

14

いけばなの花形を自分
で決め、生ける。

講義
実技
作品チェック
小テスト・答あわせ・
解説しフィードバック
する

自分で決めた花形に、
花を生けることができ
る。

（復習）持ち帰った花
材を、工夫して飾り写
真を撮ること。

90

主体性
課題発
見力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

アーティフィシャルフ
ラワーを使ったデザイ
ンを学ぶ。

講義　オンデマンドでの実
施。
　　　（動画または写真を
見て実技の内容を理解す
る。）
実技　（実技内容を理解し
た上で作品を完成する。）
作品チェック(期日までに
classroomにて作品の写真
提出する。）

作品を完成させること
ができる。

アーティフィシャルフ
ラワーのアレンジを飾
り楽しむ。

90

課題発
見力
創造力
規律性


